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第36９回（令和６年 12月）定例会

第２回各会派政務調査会長会 開催結果

１ 日時

令和６年１２月 10 日（火）11 時 43分から 12時 00分まで

２ 場所

３号館６階 第２委員会室

３ 出席者

村 岡 真夕子 自由民主党政務調査会長（座長）

岡 つよし 自由民主党政務調査副会長

飯 島 義 雄 維新の会政務調査会長（副座長）

小 泉 弘 喜 公明党政務調査会長

迎 山 志 保 ひょうご県民連合政務調査会長

（オブザーバー）

風 早 ひさお 自由民主党政務調査副会長

白 井 たかひろ 維新の会副政務調査会長

麻 田 寿 美 公明党政務調査副会長

小 西 ひろのり ひょうご県民連合政務調査副会長

４ 当日配付資料

別添のとおり

５ 会議概要

(1) 座長提案及び会派提案意見書案に対する態度表明・整理

各会派から各意見書案に対する態度が別添のとおり表明された。

次に、座長から各会派に意見を求めた。

ア 意見書案１について

〇 岡 自由民主党政務調査副会長

記２の部分について公明党修文案は、違法な選挙運動の取締りは現行法で

対応できているという趣旨で全文削除という意見であるが、自民党としては、

適切な取締りを応援するというような意味で、残しても良いのではないかと

いうふうに考えるので、ご検討をお願いしたい。
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〇 村岡 座長

分量の差はあるが、複数の会派から情緒的な表現をできるだけ客観的に、

という趣旨のご意見を頂いている点については、原案の趣旨との整合性も勘

案しながら修文に対応させていただきたい。

イ 意見書案２について

〇 岡 自由民主党政務調査副会長

我が会派から提出した意見書案２に対する維新の会からの修文意見につい

ては、そのまま受けて問題ないと考えるので、修文に応じたい。

ウ 意見書案４について

〇 飯島 維新の会政務調査会長

我が会派から提出した意見書案４に対する自民党及び公明党からの修文意

見については、いずれも問題ない。

エ 意見書案５について

〇 岡 自由民主党政務調査副会長

維新の会から提出された意見書案５に対する修文意見について、記１の部

分にかかる我が会派と公明党の修文意見は同様の趣旨であるところ、提案趣

旨をなるべく尊重するという意味で、我が会派の修文案の方で受け入れてい

ただければと思うので、ご検討願いたい。

〇 飯島 維新の会政務調査会長

記１については、「自主的な」ということと、法律の根拠の部分は削除とい

うことで、自民党の修文案の方でご理解いただきたい。

記２の部分の公明党の修文意見については、郵便局だけを記載するのは良

くないというような説明だったが、郵便局以外にどのような機能別消防団員

を念頭に置いているのか。

〇 小泉 公明党政務調査会長

機能別消防団員制度の活用という話であれば、「郵便局など」と書かれてい

るが、あえて特出しをする必要はなく、修文案のように削除しても良いので

はないか、ということである。

〇 飯島 維新の会政務調査会長

例えば松山などで、郵便局では職場の皆で納得して、大規模災害の時は職

務に優先して消防団の活動に行ってもらうという話がある。兵庫県ではそう

いった事例はあまりないと思うが、郵便局に限る必要がないということであ

れば、郵便局以外にどういうところをイメージされているのか。
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〇 村岡 座長

事例を出すかどうか、具体名を挙げる意味といったところを確認し、残す

か残さないか、座長の方で調整するということで預からせていただく。

(2) 意見書案の整理

(1)を踏まえ、座長において次のとおり整理した。

① 全会派一致の賛同が得られた意見書案

意６ 青少年のスマートフォン・ネット依存対策の拡充を求める意見書

意８ SNS 等インターネット上の誹謗中傷等の抑止と被害者救済についての

意見書

② 統合を含め、全会派一致の賛同に向けて座長調整案を示す意見書案

意１ 選挙活動の健全性を確保するために政府の対応を求める意見書

意２ 災害情報を一元化し事前防災から復旧・復興まで一連の災害対策を担

う防災庁を兵庫県に設置することを求める意見書

意３ 不登校児童生徒に対して多様な学習機会を確保するための経済的支援

制度の確立を求める意見書

意４ 大量廃棄時代を迎える山の斜面に設置された太陽光パネルの円滑な撤

去と原状回復についての対策を求める意見書

意５ 高齢化社会に対応した消防団への新たな支援を求める意見書

意７ 不登校児童生徒に対する支援制度の確立を求める意見書

意９ カスタマーハラスメント対策を求める意見書

③ 全会派一致の賛同が得られなかった意見書案

なし

その後、座長から調整案提示のスケジュールを示し、各会派において速やかに

検討するよう依頼した。

(3) 日程確認

第３回会議を 12月 12 日(木)11 時から開催することを確認した。


